
大阪市立大学 

文化交流センター 

廃棄物資源循環学会関西支部 主催 

第 14 回廃棄物法制度に関するセミナー及び支部総会 開催案内 

 廃棄物処理の計画的な実施や、廃棄物エネルギーのさらなる利活用に向けて、廃棄物行政が果たす役割はま

すます大きくなっております。今年の廃棄物法制度に関するセミナーは、環境省廃棄物適正処理推進課から講

師を迎え、廃棄物行政をめぐる最近の動きについてご講演いただきます。また、東日本大震災から 7 年が経

過しましたが、事故発生当時から現在に至るまでの放射能汚染廃棄物の処理に関するこれまでの流れや今後の

運び、および廃炉、凍土壁など普段あまり報道されないような内容について、専門家によるご講演を企画致し

ました。 

なお、本セミナー後に、平成 30 年度の支部総会も開催致します。皆様のご参加をお待ちしております。 

 

 

日 時 平成 30 年 7 月 13 日（金）13：30～16：55 

（13：10 より受付を開始します） 

場 所 大阪市立大学 文化交流センター ホール 

（大阪市北区梅田 1-2-2-600 大阪駅前第２ビル６階） 

定 員 100 人（先着順） 

参加費 会員 3,000 円（学生会員は 1,000 円）、非会員 5,000 円 

（資料代含む） 

 

 

プログラム 

１．第 14 回廃棄物法制度に関するセミナー 

13：30～13：35  開会挨拶 

13：35～14：45 「廃棄物行政をめぐる最近の動き（仮題）」 

           環境省 環境再生・資源循環局 廃棄物適正処理推進課 課長補佐 大沼康宏氏 

   ：廃棄物処理施設整備計画や廃棄物エネルギーの利活用など廃棄物行政の 

            取り組みに関する近年の動向等についてご講演いただきます。 

（14：45～14：55  休憩） 

14：55～15：45 「放射能汚染廃棄物処理のこれまでの流れと現在、その行方（仮題）」 

  国立環境研究所 資源循環・廃棄物研究センター センター長 大迫政浩氏 

 ：放射能汚染廃棄物の処理に関するこれまでの流れや今後の運びに関して 

            ご講演いただきます。 

15：45～16：35 「福島第一原子力発電所における廃炉・汚染水対策の現状について（仮題）」 

  京都大学大学院 工学研究科 教授 米田稔氏 

  ：廃炉や凍土壁など、炉近傍の取り組みを中心にご講演いただきます。 

16：35～16：40 閉会挨拶 
 
 

２．廃棄物資源循環学会 関西支部総会 

16：45～16：55  支部総会 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

FAX 宛先: 075-383-3338 

 

 

 

第 14 回廃棄物法制度に関するセミナー 参加申込書 

 

ご所属 区分（○をつけてください。） 

・ 会員  （番号        ） 

・ 学生会員（番号        ） 

・ 非会員 
ご芳名 

ご住所 

ご連絡先 

TEL 

FAX 

    E-Mail 

 

 

申込み方法 「第 14 回廃棄物法制度に関するセミナーに参加希望」と明記の上、所属、氏名、住所、連絡先

（電話番号、E-mail アドレス等）、会員(会員番号)･非会員の区分を明記の上、6 月 29 日（金）

までに E-mail、またはファックスで下記までお申し込みください。E-mail、ファックスの到着

にて、受付番号をお送り致します。 

申込先 〒615-8540 京都市西京区京都大学桂Ｃクラスター1－3－463 

京都大学大学院工学研究科都市環境工学専攻 環境デザイン工学講座 気付 

廃棄物資源循環学会関西支部「第 14 回廃棄物法制度に関するセミナー」係（担当 大下和徹） 

Tel: 075-383-3336、Fax: 075-383-3338 

E-mail: jsmcwmkansai2018@epsehost.env.kyoto-u.ac.jp 


